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５

第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
通
算
法
人
の
所
得
事
業
年
度
若
し
く
は

同
項
に
規
定
す
る
他
の
通
算
法
人
の
同
項
に
規
定
す
る
基
準
日
に
終
了
す
る
事
業
年
度
又
は
第
三
項
の
通
算
法
人

の
欠
損
事
業
年
度
若
し
く
は
同
項
に
規
定
す
る
他
の
通
算
法
人
の
同
項
に
規
定
す
る
基
準
日
に
終
了
す
る
事
業
年

度
（
以
下
第
七
項
ま
で
に
お
い
て
「
通
算
事
業
年
度
」
と
い
う
。）の
通
算
前
所
得
金
額
又
は
通
算
前
欠
損
金
額
が

当
該
通
算
事
業
年
度
の
第
七
十
四
条
第
一
項
（
確
定
申
告
）
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
添
付
さ
れ
た
書
類
に
通
算

前
所
得
金
額
又
は
通
算
前
欠
損
金
額
と
し
て
記
載
さ
れ
た
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
当
初
申
告

通
算
前
所
得
金
額
」
又
は
「
当
初
申
告
通
算
前
欠
損
金
額
」
と
い
う
。）と
異
な
る
と
き
は
、
当
初
申
告
通
算
前
所

得
金
額
を
通
算
前
所
得
金
額
と
、
当
初
申
告
通
算
前
欠
損
金
額
を
通
算
前
欠
損
金
額
と
、
そ
れ
ぞ
れ
み
な
す
。

６

通
算
事
業
年
度
（
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
し
た
事
業
年
度
に
限
る
。
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
修
正
申
告
書
の
提
出
又
は
更
正
が
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、

次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
一
項
の
通
算
法
人
の
所
得
事
業
年
度
又
は
第
三
項
の
通
算
法

人
の
欠
損
事
業
年
度
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

通
算
事
業
年
度
の
全
て
に
つ
い
て
、
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
当
該
通
算
事
業
年
度
の

所
得
の
金
額
と
し
て
記
載
さ
れ
た
金
額
が
零
で
あ
る
こ
と
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
当
該
通
算
事
業

年
度
の
欠
損
金
額
と
し
て
記
載
さ
れ
た
金
額
が
あ
る
こ
と
。

二

通
算
事
業
年
度
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
、
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
添
付
さ
れ
た
書
類

に
当
該
通
算
事
業
年
度
の
通
算
前
所
得
金
額
と
し
て
記
載
さ
れ
た
金
額
が
過
少
で
あ
り
、
又
は
同
項
の
規
定
に

よ
る
申
告
書
に
添
付
さ
れ
た
書
類
に
当
該
通
算
事
業
年
度
の
通
算
前
欠
損
金
額
と
し
て
記
載
さ
れ
た
金
額
が
過

大
で
あ
る
こ
と
。

三

通
算
事
業
年
度
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
、
こ
の
項
及
び
第
六
十
四
条
の
七
第
八
項
の
規
定
そ
の
他
政
令
で
定

め
る
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
し
て
計
算
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
通
算
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
が
零
を

超
え
る
こ
と
。

７

通
算
事
業
年
度
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
を
適
用
し
て
修
正
申
告
書
の
提
出
又
は
更
正
が
さ
れ
た
後
に
お
け
る
前

二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
修
正
申
告
書
若
し
く
は
当
該
更
正
に
係
る
国
税
通
則
法
第
二
十
八
条
第

二
項
（
更
正
又
は
決
定
の
手
続
）
に
規
定
す
る
更
正
通
知
書
又
は
こ
れ
ら
の
書
類
に
添
付
さ
れ
た
書
類
に
次
の
各

号
に
掲
げ
る
金
額
と
し
て
記
載
さ
れ
た
金
額
を
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
又
は
当
該
申
告
書
に

添
付
さ
れ
た
書
類
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
金
額
と
し
て
記
載
さ
れ
た
金
額
と
み
な
す
。

一

当
該
通
算
事
業
年
度
の
通
算
前
所
得
金
額
又
は
通
算
前
欠
損
金
額

二

当
該
通
算
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
又
は
欠
損
金
額

８

税
務
署
長
は
、
通
算
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
若
し
く
は
欠
損
金
額
又
は
法
人
税
の
額
の
計
算
に
つ

き
第
五
項
、
第
六
十
四
条
の
七
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
又
は
第
六
十
九
条
第
十
五
項
若
し
く
は
第
十
九
項
（
外

国
税
額
の
控
除
）
の
規
定
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
規
定
を
適
用
し
た
な
ら
ば
次
に
掲
げ
る
事
実
そ
の
他
の
事
実
が

生
じ
、
当
該
通
算
法
人
又
は
他
の
通
算
法
人
の
当
該
各
事
業
年
度
終
了
の
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
所
得

に
対
す
る
法
人
税
の
負
担
を
不
当
に
減
少
さ
せ
る
結
果
と
な
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
各
事
業
年
度
及
び
他
の

通
算
法
人
の
当
該
各
事
業
年
度
終
了
の
日
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
つ
い
て
は
、
第
五
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い

こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
通
算
法
人
が
当
該
各
事
業
年
度
前
十
年
以
内
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
欠
損
金
額
（
第

六
十
四
条
の
七
第
四
項
の
規
定
を
適
用
し
た
な
ら
ば
当
該
各
事
業
年
度
に
お
い
て
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
各
事
業
年
度
に
お
い
て
欠

損
金
額
が
生
ず
る
こ
と
。

二

当
該
通
算
法
人
又
は
当
該
他
の
通
算
法
人
の
う
ち
に
第
六
十
四
条
の
十
第
六
項（
通
算
制
度
の
取
り
や
め
等
）

の
規
定
に
よ
り
第
六
十
四
条
の
九
第
一
項
（
通
算
承
認
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
（
以
下
こ
の
目
に
お
い
て
「
通

算
承
認
」
と
い
う
。）の
効
力
を
失
う
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
算
法
人
又
は

当
該
他
の
通
算
法
人
に
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
欠
損
金
額
が
あ
る
こ
と
。

９

第
五
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
損
益
通
算
の
対
象
と
な
る
欠
損
金
額
の
特
例
）

第
六
十
四
条
の
六

通
算
法
人
（
第
六
十
四
条
の
十
一
第
一
項
各
号
（
通
算
制
度
の
開
始
に
伴
う
資
産
の
時
価
評
価

損
益
）
又
は
第
六
十
四
条
の
十
二
第
一
項
各
号
（
通
算
制
度
へ
の
加
入
に
伴
う
資
産
の
時
価
評
価
損
益
）
に
掲
げ

る
法
人
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
、
通
算
承
認
の
効
力
が
生
じ
た
日
の
五
年
前
の
日
又
は
当
該

通
算
法
人
の
設
立
の
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
当
該
通
算
承
認
の
効
力
が
生
じ
た
日
ま
で
継
続
し
て
当
該

通
算
法
人
に
係
る
通
算
親
法
人
（
当
該
通
算
法
人
が
通
算
親
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
他
の
通
算
法
人
の
い
ず
れ

か
）
と
の
間
に
支
配
関
係
が
あ
る
場
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
算

承
認
の
効
力
が
生
じ
た
後
に
当
該
通
算
法
人
と
他
の
通
算
法
人
と
が
共
同
で
事
業
を
行
う
場
合
と
し
て
政
令
で
定

め
る
場
合
に
該
当
し
な
い
と
き
は
、
当
該
通
算
法
人
の
当
該
事
業
年
度
（
第
六
十
四
条
の
十
四
第
一
項
（
特
定
資

産
に
係
る
譲
渡
等
損
失
額
の
損
金
不
算
入
）
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
事
業
年
度
を
除
く
。）に
お
い
て
生
ず
る
前
条

第
一
項
に
規
定
す
る
通
算
前
欠
損
金
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
な
い

も
の
と
さ
れ
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
の
う
ち
当
該
事
業
年
度
の
適
用
期
間
（
当
該
通
算
承
認
の
効
力
が
生
じ

た
日
か
ら
同
日
以
後
三
年
を
経
過
す
る
日
と
当
該
通
算
法
人
が
当
該
通
算
法
人
に
係
る
通
算
親
法
人
と
の
間
に
最

後
に
支
配
関
係
を
有
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
（
当
該
通
算
法
人
が
通
算
親
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
他
の
通
算
法

人
の
う
ち
当
該
通
算
法
人
と
の
間
に
最
後
に
支
配
関
係
を
有
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
が
最
も
早
い
も
の
と
の
間
に

最
後
に
支
配
関
係
を
有
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
「
支
配
関
係
発
生
日
」
と
い
う
。）以
後

五
年
を
経
過
す
る
日
と
の
う
ち
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。）に
お
い
て
生
ず
る
特
定
資
産
譲
渡
等
損

失
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額
は
、
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
い
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
特
定
資
産
譲
渡
等
損
失
額
と
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
を
控

除
し
た
金
額
を
い
う
。

一

通
算
法
人
が
有
す
る
資
産
（
棚
卸
資
産
、
帳
簿
価
額
が
少
額
で
あ
る
も
の
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
も
の
を

除
く
。）で
支
配
関
係
発
生
日
の
属
す
る
事
業
年
度
開
始
の
日
前
か
ら
有
し
て
い
た
も
の
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
「
特
定
資
産
」
と
い
う
。）の
譲
渡
、
評
価
換
え
、
貸
倒

れ
、
除
却
そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
損
失
の
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
の
合
計
額

二

特
定
資
産
の
譲
渡
、
評
価
換
え
そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
利
益
の
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
の
合
計
額

３

第
一
項
の
通
算
法
人
の
多
額
の
償
却
費
の
額
が
生
ず
る
事
業
年
度
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
業
年
度
に
お
け
る

同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
事
業
年
度
（
第
六
十
四
条
の
十
四
第
一
項
（
特
定
資
産
に
係

る
譲
渡
等
損
失
額
の
損
金
不
算
入
）
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
事
業
年
度
を
除
く
。）に
お
い
て
生
ず
る
前
条
第
一
項

に
規
定
す
る
通
算
前
欠
損
金
額
（
第
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
な
い
も
の
と

さ
れ
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
の
う
ち
当
該
事
業
年
度
の
適
用
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
適
用
期
間
」
と
、「
に
お

い
て
生
ず
る
特
定
資
産
譲
渡
等
損
失
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
の
日
の
属
す
る
第
三
項
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
年
度
に
お
い
て
生
ず
る
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
算
前
欠
損
金
額
」
と
す
る
。

４

通
算
法
人
の
各
事
業
年
度
に
お
い
て
第
六
十
四
条
の
八
（
通
算
法
人
の
合
併
等
が
あ
つ
た
場
合
の
欠
損
金
の
損

金
算
入
）
の
規
定
に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
金
額
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
の
他
の
内
国
法
人
の
同

条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
欠
損
金
額
の
生
じ
た
事
業
年
度
に
つ
き
こ
の
条
の
規
定
を
適
用
し
た
な
ら
ば
な
い
も
の

と
さ
れ
る
金
額
（
当
該
他
の
内
国
法
人
が
残
余
財
産
が
確
定
し
た
内
国
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
他
の

内
国
法
人
に
株
主
等
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該
な
い
も
の
と
さ
れ
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
当
該
他
の
内

国
法
人
の
発
行
済
株
式
又
は
出
資
（
当
該
他
の
内
国
法
人
が
有
す
る
自
己
の
株
式
又
は
出
資
を
除
く
。）の
総
数
又

は
総
額
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
通
算
法
人
の
有
す
る
当
該
他
の
内
国
法
人
の
株
式
又
は
出
資
の
数
又
は
金
額
を
乗

じ
て
計
算
し
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
制
限
対
象
額
」
と
い
う
。）が
あ
る
と
き
は
、
当
該
通
算
法
人
の

当
該
各
事
業
年
度
に
お
い
て
生
ず
る
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
算
前
欠
損
金
額
の
う
ち
制
限
対
象
額
に
達
す
る

ま
で
の
金
額
は
、
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
い
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
資
産
譲
渡
等
損
失
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
そ
の
他
前
各
項
の
規
定
の

適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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